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農
業
基
本
法
の
画
期
制

　

一
九
六
一
年
六
月
に
農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ

の
準
備
と
し
て
政
府
に
東
畑
精
一
東
大
教
授
を
座
長
と
す

る
農
林
漁
業
基
本
問
題
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
何
が
農
林

漁
業
の
基
本
問
題
か
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
答
申
「
日
本
農
業
の
基
本
問
題
と
基
本
対
策
」

が
発
表
さ
れ
た
の
が
一
九
六
〇
年
で
、
農
業
基
本
法
は
こ

の
答
申
に
基
づ
い
て
「
所
得
・
価
格
政
策
」「
生
産
政
策
」

「
構
造
政
策
」
の
三
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
「
所
得
・
価
格
政
策
」
は
、「
戦
後
」
が
終
わ
り
高
度
経
済

成
長
が
始
ま
る
な
か
で
、
農
業
と
他
産
業
と
の
所
得
格
差

を
是
正
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
、
食
糧
管
理
法
に

よ
る
米
価
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
農
作
物
に
つ
い
て
の
価

格
保
証
を
国
に
義
務
づ
け
て
い
た
。
農
業
基
本
法
第
一
一

条
は
「
国
は
、
重
要
な
農
産
物
に
つ
い
て
…
…
そ
の
価
格

の
安
定
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
」
と
し
、
さ
ら
に
第
一
三
条
で
は
「
関
税
率
の
調
整
、

輸
入
の
制
限
」
な
ど
輸
入
農
作
物
に
対
す
る
国
境
調
整
を

定
め
て
い
た
。

　
「
生
産
政
策
」
は
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
需
要
が
増

大
し
て
い
た
畜
産
や
野
菜
、果
樹
な
ど
の
「
成
長
農
産
物
」

の
生
産
を
拡
大
す
る
一
方
で
、
麦
作
や
ナ
タ
ネ
な
ど
の
輸

入
に
依
存
す
る
部
門
を
縮
小
す
る
と
い
う「
選
択
的
拡
大
」

を
進
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
稲
作
及
び
成
長
農
産

物
を
基
幹
作
目
と
し
て
、
そ
の
生
産
の
機
械
化
、
省
力
化

に
よ
る
大
量
生
産
、
さ
ら
に
大
量
流
通
を
図
る
た
め
の
農

業
近
代
化
が
、農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
に
な
い
巨
額
国
費
が
投
入
さ
れ
た
。

　
「
構
造
政
策
」は
、こ
う
し
た
農
業
近
代
化
の
担
い
手
を
、

当
時
の
経
営
規
模
で
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
二
人
か

ら
三
人
の
家
族
労
働
力
を
就
業
さ
せ
る
「
自
立
農
家
」
を

定
め
、
そ
こ
に
施
策
を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本

農
業
の
零
細
性
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
か
ら
み
れ
ば
大
し
た
規
模
で
は
な
い
が
、
当
時
こ
の
基

準
を
ク
リ
ア
で
き
る
農
家
は
三
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
農
業
基
本
法
に
基
づ
く
農
政
は
「
三
割
農
政
」
と

よ
ば
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
業
基
本
法
は
農
地
改
革
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
自
作
農
に
対
す
る
保
護
政
策
を
、
価
格
政
策
に

よ
っ
て
引
き
継
ぐ
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
作
農

全
体
へ
の
保
護
で
は
な
く
、
当
時
に
お
い
て
比
較
的
上
層

の
農
家
を
担
い
手
と
し
て
構
造
的
改
革
を
進
め
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
戦
後
農
政
の
大
き
な
画
期
と
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
農
業
部
門
へ
の
国
家
投
資
を
拡
大
し
た

こ
と
、
食
糧
自
給
政
策
か
ら
「
自
給
と
輸
入
の
組
み
合
わ

せ
」
に
明
確
に
転
換
し
た
点
で
も
画
期
的
な
政
策
で
あ
っ

た
。

　
農
基
法
農
政
の
優
等
生

　

農
基
法
農
政
の
合
言
葉
は
「
規
模
拡
大
と
近
代
化
」
で

あ
っ
た
。
も
と
も
と
経
営
規
模
が
大
き
く
、
機
械
化
も
一

定
進
ん
で
い
た
北
海
道
は
、
農
業
の
規
模
拡
大
と
近
代
化

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。
大
区

画
化
さ
れ
た
耕
地
に
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
大
型
機
械
が
走

り
、多
頭
数
飼
育
の
牛
舎
が
並
ぶ
北
海
道
的
農
村
風
景
は
、

お
お
む
ね
農
業
基
本
法
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
農
業
構
造
改

善
事
業
の
導
入
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
モ
デ
ル
に
従
っ
て

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

農
業
を
後
継
す
る
農
家
が
経
営
規
模
を
何
倍
に
も
拡
大

す
る
一
方
で
、
膨
大
な
離
農
者
が
生
ま
れ
た
。
北
海
道
の

農
家
戸
数
は
、
農
業
基
本
法
制
定
当
時
二
三
万
五
千
戸
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
継
続
的
に
減
り
続
け
て
ガ
ッ
ト
・
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
（
多
角
的
貿
易
交
渉
）
の
始
ま
る

一
九
八
〇
年
代
の
中
葉
に
は
七
万
戸
ま
で
に
減
少
す
る
。

三
割
の
農
家
し
か
残
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
文
字
通
り
「
三

割
農
政
」
を
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
北
海
道
は
「
農
基
法
農
政
の
優
等
生
」
と
言
わ
れ
る
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よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
府
県
の
農
政
は
、
北
海
道
の
よ
う
な
「
規
模
拡

大
か
離
農
か
」
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、
む
し
ろ
兼
業
化

に
よ
っ
て
皆
が
生
き
延
び
る
と
い
う
道
を
選
ん
だ
。
し
た

が
っ
て
技
術
的
な
近
代
化
は
進
む
が
経
営
規
模
の
拡
大
は

進
ま
ず
、
農
基
法
が
ね
ら
っ
た
構
造
改
革
は
不
発
に
終
わ

る
。農
基
法
の
生
み
の
親
と
さ
れ
る
東
畑
精
一
博
士
が「
農

民
が
総
兼
業
化
と
い
う
手
段
で
構
造
改
革
に
抵
抗
す
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。農
業
基
本
法
は
失
敗
だ
っ
た
」と
語
っ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

農
業
基
本
法
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
は
さ
ら
に

重
な
る
。
一
つ
は
米
の
過
剰
生
産
で
あ
る
。
機
械
化
、
省

力
化
に
よ
っ
て
稲
作
労
働
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
上
に
、

農
産
物
の
貿
易
自
由
化
の
勢
い
が
強
ま
っ
て
「
選
択
的
拡

大
」
部
門
を
も
脅
か
す
よ
う
に
な
り
、
農
業
生
産
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
食
管
制
度
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
た
稲
作
部

門
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
剰
余
米
が
累
積
し
、
食

管
会
計
は
破
た
ん
状
態
と
な
り
、
つ
い
に
一
九
七
〇
年
代

に
入
る
と
減
反
政
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

経
済
全
体
の
国
際
化
が
進
む
中
で
、
農
産
物
貿
易
自
由

化
の
流
れ
は
農
基
法
制
定
当
時
の
想
定
を
は
か
る
に
超
え

て
強
ま
っ
た
。
牛
肉
と
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
拡
大
か
ら
中
国

野
菜
の
大
量
流
入
な
ど
、
輸
入
農
作
物
の
増
大
が
成
長
農

産
物
と
さ
れ
た
畜
産
、
青
果
を
直
撃
し
た
。
こ
う
し
て
日

本
農
業
は
生
産
力
の
発
展
に
基
づ
く
階
層
分
解
と
構
造
改

革
と
い
う
展
望
が
奪
わ
れ
、
農
業
基
本
法
が
描
い
た
シ
ナ

リ
オ
を
実
現
で
き
な
い
ま
ま
、
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・

ラ
ウ
ン
ド
で
米
市
場
開
放
問
題
に
直
面
す
る
に
至
る
。

　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

　

ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
は
、
す
べ
て
の
農

産
物
貿
易
を
関
税
化
す
る
こ
と
で
合
意
し
、Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ（
関

税
お
よ
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
）
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界

貿
易
機
関
）
に
編
成
替
え
さ
れ
た
。
日
本
は
細
川
護
煕
内

閣
の
下
で
こ
の
新
し
い
Ｗ
Ｔ
Ｏ
条
約
を
批
准
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
米
価
を
国
が
定
め
る
と
し
て
い
た
食
管

法
だ
け
で
な
く
、
重
要
農
産
物
の
価
格
保
証
を
国
に
義
務

づ
け
て
い
た
農
業
基
本
法
を
も
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
に
農
業
基
本
法
に
代
わ
っ
て
制
定
さ
れ
た

の
が
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
で
あ
る
。
そ
の
第
三
〇

条
は
「
国
は
、
消
費
者
の
需
要
に
即
し
た
農
業
生
産
を
推

進
す
る
た
め
に
農
産
物
の
価
格
が
需
給
事
情
及
び
品
質
評

価
を
適
切
に
反
映
し
て
形
成
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
、
農
産
物
価
格
を
市
場
原
理

に
従
わ
せ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体

制
の
下
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
り
、
価

格
政
策
で
国
内
農
業
を
守
る
時
代
は
終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

食
料
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
に
「
国
内
の

農
業
生
産
の
増
大
を
図
る
こ
と
が
基
本
」
で
あ
る
こ
と
を

う
た
い
、
さ
ら
に
第
一
五
条
で
は
「
食
料
の
自
給
率
の
目

標
は
、
そ
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
旨
と
す
る
」
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
文
言
は
当
初
の
法
案
に
は
な
く
、
国
会
審

議
や
地
方
公
聴
会
で
の
指
摘
を
受
け
て
挿
入
さ
れ
た
と
い

う
経
過
が
あ
る
。
し
か
し
、
国
内
農
業
を
重
視
す
る
立
場

か
ら
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
規
定
と
な
ろ
う
。

　

新
し
い
基
本
法
に
は
、
農
業
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
、

消
費
者
の
役
割
、
女
性
や
高
齢
者
の
参
画
、
都
市
と
農
村

と
の
交
流
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
の
目

的
を
「
農
業
の
発
展
と
農
業
従
事
者
の
地
位
の
向
上
」
に

置
い
た
旧
基
本
法
と
の
大
き
な
違
い
で
、
新
法
で
は
「
国

民
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
新
し
い
基

本
法
で
は
国
民
が
農
業
と
ど
う
向
き
合
う
か
が
試
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
「
農
基
法
農
政
の
優
等
生
」
と
い
わ
れ
た
北
海
道
は
、

新
し
い
基
本
法
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を

と
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
農
業
生

産
の
国
内
シ
ェ
ア
の
高
ま
り
、
地
域
食
料
自
給
率
の
高
ま

り
な
ど
生
産
面
で
の
強
み
を
維
持
す
る
一
方
で
、
全
国
初

の
「
食
の
安
全
・
安
心
条
例
」
を
制
定
し
、
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
の
規
制
、
環
境
調
和
型
農
業
の
推
進
、
食
育
の

推
進
な
ど
を
全
国
に
さ
き
が
け
て
取
り
組
む
な
ど
、「
消

費
者
目
線
」「
国
民
の
立
場
」
と
い
う
新
基
本
法
の
積
極

面
を
、
自
治
体
農
政
に
活
か
す
方
向
性
が
見
え
て
い
る
と

い
え
る
。
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